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１．当中間決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

連結ベースの損益状況については、日本銀行のマイナス金利政策もあり、貸出金利回りは一段と低

下しましたが、外国証券や投資信託などへの積極的な投資により、有価証券利息配当金が増加したこ

となどから、資金利益が増加しました。このほか、株式等関係損益の増加や与信費用の減少などの利

益増加要因がありました。これに対し、利益減少要因としては、役務取引等利益の減少や営業経費の

増加などがありました。 

以上により、経常利益は前年同期比 13 億 49 百万円増加の 113 億 80 百万円となりました。また、

親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比 11 億 25 百万円増加の 73 億 18 百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

連結ベースの預金は、法人預金および公金預金が増加する一方で、個人預金および金融機関預金が

減少した結果、前期末残高に比べ 564億円減少し、中間期末残高は３兆 8,122億円となりました。 

連結ベースの貸出金は、山陰両県を中心に住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、兵庫・

大阪地区などで法人向け貸出が増加したことなどから、前期末残高に比べ 746億円増加し、中間期末

残高は２兆 6,643億円となりました。 

連結ベースの有価証券は、市場動向や投資環境を考慮し、米国債などの外国証券や投資信託等の買

入れを増加させたことなどにより、前期末残高に比べ 539億円増加し、中間期末残高は１兆 9,142億

円となりました。 

連結自己資本比率（国内基準）は、前期末比 0.26ポイント上昇の 15.94％となりました。 

 
(3)連結業績予想に関する定性的情報 

国内経済情勢は、海外景気の減速や円高傾向の強まりにより輸出が伸び悩む一方で、堅調な設備投

資や公共投資の増加などによる政策効果が下支えとなり、生産活動に前向きの動きがみられました。

他方で、賃上げの動きに頭打ち傾向がみられることや個人消費が弱含むなど、将来への不透明感が拭

いきれない状況が続きました。 

当行グループの主たる営業地盤である山陰地方の経済は、公共投資や住宅投資に持ち直しの動きが

みられ、生産活動も総じて高めの水準を維持したほか、雇用情勢も着実な改善が続きました。個人消

費についても弱めながら一部に持ち直しの兆しがみられるなど、総じて底堅い状況で推移しました。 

こうした状況の中、当行の収益環境については、日本銀行のマイナス金利政策のもと、貸出金利回

りの低下傾向が加速するなど、厳しい状況が続くものと予想されますが、中期経営計画で掲げた各施

策を着実に実行してまいります。 

平成 28 年度通期の連結ベースの損益は、経常利益 204 億円程度（前期比 20 億円減少）、親会社株

主に帰属する当期純利益 134 億円程度（前期比４億円増加）を予想しております。また、単体ベース

では経常利益 194億円程度（前期比 25億円減少）、当期純利益 134億円程度（前期比１億円増加）を

予想しております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

 

(2)追加情報  

（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

当中間連結会計期間から適用しております。 
 
（信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

当行は、中長期的な業績の向上と、企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、当行の

取締役及び執行役員（以下、「役員等」という。）に対し、「株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しております。 
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① 取引の概要 

本制度のもと当行は、対象となる役員等に対し当行が定めた役員株式給付規程に基づき、事業年度毎

にポイントを付与し、役員等の退任時に累計ポイントに相当する当行株式及び当行株式を退任日時点の

時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当行株式等」という。）を信託を通じて給付します。役員等に

対し給付する当行株式等については、予め信託設定した金銭により取得し、信託財産として分別管理し

ております。 

② 信託が保有する当行株式 

信託が保有する当行株式を信託における帳簿価額により、純資産の部に自己株式として計上しており

ます。当中間連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額は430百万円、株式数は599千株でありま

す。 
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

現金預け金 586,531 696,590

コールローン及び買入手形 27,718 7,274

買入金銭債権 8,981 8,835

商品有価証券 370 229

金銭の信託 6,497 6,519

有価証券 1,860,333 1,914,244

貸出金 2,589,659 2,664,347

外国為替 5,615 2,724

リース債権及びリース投資資産 25,282 25,020

その他資産 30,683 28,057

有形固定資産 38,251 37,598

無形固定資産 2,187 1,863

繰延税金資産 306 321

支払承諾見返 18,113 17,588

貸倒引当金 △39,870 △40,060

投資損失引当金 △107 △138

資産の部合計 5,160,556 5,371,017

負債の部

預金 3,868,638 3,812,211

コールマネー及び売渡手形 31,550 245,030

売現先勘定 - 34,255

債券貸借取引受入担保金 278,390 305,847

借用金 458,117 507,008

外国為替 16 6

その他負債 101,041 45,694

賞与引当金 1,054 1,024

退職給付に係る負債 12,742 12,318

株式給付引当金 - 33

役員退職慰労引当金 81 84

睡眠預金払戻損失引当金 363 304

その他の偶発損失引当金 837 857

特別法上の引当金 0 0

繰延税金負債 13,503 12,202

再評価に係る繰延税金負債 2,376 2,366

支払承諾 18,113 17,588

負債の部合計 4,786,828 4,996,835

決算短信（宝印刷） 2016年10月27日 13時24分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱山陰合同銀行(8381)平成２９年３月期 第２四半期決算短信

－ 4 －



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 20,070

利益剰余金 247,413 253,051

自己株式 △629 △2,111

株主資本合計 283,006 291,716

その他有価証券評価差額金 75,089 71,889

繰延ヘッジ損益 △43 2

土地再評価差額金 3,001 2,978

退職給付に係る調整累計額 △5,944 △5,342

その他の包括利益累計額合計 72,102 69,528

新株予約権 521 470

非支配株主持分 18,098 12,467

純資産の部合計 373,728 374,182

負債及び純資産の部合計 5,160,556 5,371,017
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

経常収益 45,662 45,182

資金運用収益 30,894 31,196

（うち貸出金利息） 16,787 16,326

（うち有価証券利息配当金） 12,174 13,164

役務取引等収益 6,117 5,311

その他業務収益 7,181 7,349

その他経常収益 1,469 1,325

経常費用 35,631 33,802

資金調達費用 3,905 4,095

（うち預金利息） 2,489 2,464

役務取引等費用 1,771 1,888

その他業務費用 6,318 6,488

営業経費 20,634 20,944

その他経常費用 3,001 385

経常利益 10,031 11,380

特別利益 0 0

固定資産処分益 0 0

特別損失 267 175

固定資産処分損 24 11

減損損失 243 163

金融商品取引責任準備金繰入額 - 0

税金等調整前中間純利益 9,763 11,205

法人税、住民税及び事業税 3,457 3,803

法人税等調整額 △139 △259

法人税等合計 3,318 3,543

中間純利益 6,445 7,661

非支配株主に帰属する中間純利益 252 343

親会社株主に帰属する中間純利益 6,193 7,318
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

中間純利益 6,445 7,661

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,625 △3,595

繰延ヘッジ損益 113 46

退職給付に係る調整額 429 602

その他の包括利益合計 △6,082 △2,946

中間包括利益 363 4,714

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 87 4,433

非支配株主に係る中間包括利益 275 281
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,705 15,516 237,697 △766 273,152

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,435 △1,435

親会社株主に帰属す

る中間純利益
6,193 6,193

自己株式の取得 △780 △780

自己株式の処分 △28 323 295

土地再評価差額金の

取崩
51 51

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

― ―

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― 4,780 △456 4,324

当中間期末残高 20,705 15,516 242,478 △1,222 277,476

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 63,977 △85 3,138 △4,701 62,329 667 17,561 353,710

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,435

親会社株主に帰属す

る中間純利益
6,193

自己株式の取得 △780

自己株式の処分 295

土地再評価差額金の

取崩
51

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

―

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,648 113 △51 429 △6,156 △218 261 △6,113

当中間期変動額合計 △6,648 113 △51 429 △6,156 △218 261 △1,789

当中間期末残高 57,329 27 3,087 △4,272 56,172 449 17,822 351,921
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当中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,705 15,516 247,413 △629 283,006

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,665 △1,665

親会社株主に帰属す

る中間純利益
7,318 7,318

自己株式の取得 △1,607 △1,607

自己株式の処分 △38 125 86

土地再評価差額金の

取崩
22 22

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

4,554 4,554

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― 4,554 5,637 △1,481 8,709

当中間期末残高 20,705 20,070 253,051 △2,111 291,716

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 75,089 △43 3,001 △5,944 72,102 521 18,098 373,728

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,665

親会社株主に帰属す

る中間純利益
7,318

自己株式の取得 △1,607

自己株式の処分 86

土地再評価差額金の

取崩
22

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

4,554

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△3,200 46 △22 602 △2,573 △51 △5,630 △8,256

当中間期変動額合計 △3,200 46 △22 602 △2,573 △51 △5,630 453

当中間期末残高 71,889 2 2,978 △5,342 69,528 470 12,467 374,182
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 (4)継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 
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４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当中間会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

現金預け金 584,650 694,488

コールローン 27,718 7,274

買入金銭債権 8,057 8,037

商品有価証券 370 229

金銭の信託 6,497 6,519

有価証券 1,861,544 1,915,770

貸出金 2,605,731 2,680,805

外国為替 5,615 2,724

その他資産 15,838 12,321

その他の資産 15,838 12,321

有形固定資産 36,028 35,287

無形固定資産 2,067 1,756

前払年金費用 5,299 4,783

支払承諾見返 18,031 17,511

貸倒引当金 △39,232 △39,430

投資損失引当金 △69 △69

資産の部合計 5,138,148 5,348,009

負債の部

預金 3,883,269 3,827,023

コールマネー 31,550 245,030

売現先勘定 - 34,255

債券貸借取引受入担保金 278,390 305,847

借用金 446,457 494,993

外国為替 16 6

その他負債 95,400 39,263

未払法人税等 3,815 3,246

リース債務 409 307

資産除去債務 372 374

その他の負債 90,803 35,335

賞与引当金 947 926

退職給付引当金 9,325 9,261

株式給付引当金 - 33

睡眠預金払戻損失引当金 363 304

その他の偶発損失引当金 837 857

繰延税金負債 15,663 14,142

再評価に係る繰延税金負債 2,376 2,366

支払承諾 18,031 17,511

負債の部合計 4,782,630 4,991,823
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当中間会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 15,516

資本準備金 15,516 15,516

利益剰余金 241,452 247,207

利益準備金 17,584 17,584

その他利益剰余金 223,867 229,622

固定資産圧縮積立金 183 181

別段積立金 206,829 211,829

繰越利益剰余金 16,854 17,611

自己株式 △629 △2,111

株主資本合計 277,045 281,317

その他有価証券評価差額金 74,993 71,417

繰延ヘッジ損益 △43 2

土地再評価差額金 3,001 2,978

評価・換算差額等合計 77,951 74,398

新株予約権 521 470

純資産の部合計 355,518 356,186

負債及び純資産の部合計 5,138,148 5,348,009
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

経常収益 38,741 37,029

資金運用収益 31,153 31,312

（うち貸出金利息） 16,856 16,398

（うち有価証券利息配当金） 12,368 13,209

役務取引等収益 5,774 4,936

その他業務収益 353 84

その他経常収益 1,460 696

経常費用 28,738 26,339

資金調達費用 3,872 4,070

（うち預金利息） 2,491 2,465

役務取引等費用 2,245 2,328

その他業務費用 275 61

営業経費 19,503 19,579

その他経常費用 2,841 299

経常利益 10,003 10,689

特別利益 0 0

特別損失 266 175

税引前中間純利益 9,736 10,515

法人税、住民税及び事業税 3,325 3,287

法人税等調整額 △126 △207

法人税等合計 3,199 3,080

中間純利益 6,537 7,435
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 188 201,829 11,785 231,388 △766 266,843

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 5,000 △5,000 ―

剰余金の配当 △1,435 △1,435 △1,435

中間純利益 6,537 6,537 6,537

自己株式の取得 △780 △780

自己株式の処分 △28 △28 323 295

土地再評価差額金の

取崩
51 51 51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 5,000 127 5,124 △456 4,668

当中間期末残高 17,584 186 206,829 11,912 236,513 △1,222 271,512
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 63,891 △85 3,138 66,944 667 334,455

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,435

中間純利益 6,537

自己株式の取得 △780

自己株式の処分 295

土地再評価差額金の

取崩
51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,650 113 △51 △6,588 △218 △6,806

当中間期変動額合計 △6,650 113 △51 △6,588 △218 △2,138

当中間期末残高 57,240 27 3,087 60,355 449 332,317
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当中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 183 206,829 16,854 241,452 △629 277,045

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 5,000 △5,000 ―

剰余金の配当 △1,665 △1,665 △1,665

中間純利益 7,435 7,435 7,435

自己株式の取得 △1,607 △1,607

自己株式の処分 △38 △38 125 86

土地再評価差額金の

取崩
22 22 22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 5,000 756 5,754 △1,481 4,272

当中間期末残高 17,584 181 211,829 17,611 247,207 △2,111 281,317
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 74,993 △43 3,001 77,951 521 355,518

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,665

中間純利益 7,435

自己株式の取得 △1,607

自己株式の処分 86

土地再評価差額金の

取崩
22

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△3,576 46 △22 △3,553 △51 △3,604

当中間期変動額合計 △3,576 46 △22 △3,553 △51 667

当中間期末残高 71,417 2 2,978 74,398 470 356,186
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１．利益の状況（連結） 

                                                     （単位：百万円、％） 

 
28 年度 
中間期 

27 年度 
中間期 

前年同期比 

増減額 増減率 

経常収益 45,182 45,662 △480 △1.05

経常利益 11,380 10,031 1,349 13.44

中間純利益 7,661 6,445 1,216 18.86

うち 非支配株主に帰属する中間純利益 343 252 91 36.11

うち 親会社株主に帰属する中間純利益 7,318 6,193 1,125 18.16

 

 

２．利益の状況（単体） 

                                                    （単位：百万円、％） 

 
28 年度 

中間期 

27 年度 

中間期 

前年同期比 

増減額 増減率 

経常収益 37,029 38,741 △1,712 △4.41

業務粗利益 29,881 30,900 △1,019 △3.29

 

うち資金利益 27,251 27,293 △42 △0.15

うち役務取引等利益 2,608 3,529 △921 △26.09

うちその他業務利益 22 78 △56 △71.79

（うち債券関係損益） △16 △10 △6 △60.00

経費 18,712 18,870 △158 △0.83

 
うち人件費 9,024 9,075 △51 △0.56

うち物件費 8,242 8,463 △221 △2.61

一般貸倒引当金繰入額 ① △420 △46 △374 △813.04

業務純益 11,589 12,075 △486 △4.02

 
実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11,169 12,029 △860 △7.14

 コア業務純益（除く債券関係損益） 11,185 12,039 △854 △7.09

臨時損益 △890 △2,059 1,169 56.77

 

うち不良債権処理額 ② 698 2,462 △1,764 △71.64

 うち個別貸倒引当金繰入額 626 2,354 △1,728 △73.40

うち貸倒引当金戻入益 ③ － － － －

うち株式等関係損益 219 578 △359 △62.11

うち退職給付費用 867 633 234 36.96

経常利益 10,689 10,003  686 6.85

特別損益 △174 △266 92 34.58

 うち減損損失（固定資産） 163 242 △79 △32.64

税引前中間純利益 10,515 9,736 779 8.00

法人税等合計 （注） 3,080 3,199 △119 △3.71

中間純利益 7,435 6,537 898 13.73
 

《参考》与信費用 ①＋②－③ 277 2,416 △2,139 △88.53

  （注）法人税等合計 ＝ 法人税、住民税及び事業税 ＋ 法人税等調整額 
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 経常収益 
資金運用収益は増加したものの、役務取引等収益の減少に加え、金融派生商品収益や株式等売却益が減少したことな

どから、経常収益は前年同期比１７億１２百万円減少の３７０億２９百万円となりました。 
 

 業務純益 
日本銀行のマイナス金利政策下において、貸出金利回りは一段と低下しましたが、外国証券や投資信託などへの積極

的な投資により、有価証券利息配当金が増加したことから、資金利益はほぼ前年並みとなりました。そのほか、経費の

減少や一般貸倒引当金も戻入となるなどの増益要因があった一方で、役務取引等利益が減少したことなどから、業務純

益は前年同期比４億８６百万円減少の１１５億８９百万円となりました。 
また、一般貸倒引当金繰入額や債券関係損益の影響を除いたコア業務純益は、前年同期比８億５４百万円減少の 

１１１億８５百万円となりました。 
 

 経常利益 
上記のとおり業務純益が減少したことに加え、株式等関係損益が減少した一方で、不良債権処理額が減少した結果、

経常利益は前年同期比６億８６百万円増加の１０６億８９百万円となりました。 
 
 中間純利益 

 以上に加え、固定資産の減損損失などを特別損益に計上いたしました。また、法人税率引下げによる税負担の軽減効

果があり、税引後の中間純利益は前年同期比８億９８百万円増加の７４億３５百万円となりました。 

 

 

３．利回・利鞘（単体） 

 

  ≪全店分≫                                        （単位：％） 

 28 年度中間期 27 年度中間期 前年同期比 

資金運用利回 ① 1.31 1.35 △0.04

 
貸出金利回 1.25 1.38 △0.13

有価証券利回 1.47 1.43 0.04

資金調達原価 ② 0.90 1.03 △0.13

 預金等利回 0.12 0.13 △0.01

総資金利鞘 ①－② 0.41 0.32 0.09

 

 ≪国内業務部門分≫                                    （単位：％） 

 28 年度中間期 27 年度中間期 前年同期比 

資金運用利回 ① 1.18 1.24 △0.06

 
貸出金利回 1.25 1.40 △0.15

有価証券利回 1.30 1.27 0.03

資金調達原価 ② 0.87 1.02 △0.15

 預金等利回 0.06 0.07 △0.01

総資金利鞘 ①－② 0.31 0.22 0.09

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



株式会社 山陰合同銀行 

  3

４．預金・貸出金・有価証券の残高（単体） 

                                                             （単位：億円、％） 

 28 年９月末 28 年３月末
前期末比

増減額 増減率 
預金 38,270 38,832 △562 △1.44

 うち個人預金 24,971 25,042 △71 △0.28

貸出金 26,808 26,057 750 2.88

 

うち消費者ローン 6,127 5,881 246 4.18

 
住宅ローン 5,244 5,036 208 4.13

その他ローン 883 845 37 4.48

有価証券 19,157 18,615 542 2.91

 

 預金 
法人預金および公金預金が増加する一方で、個人預金および金融機関預金が減少した結果、前期末残高に比べ５６２

億円減少し、中間期末残高は３兆８，２７０億円となりました。 
 

 貸出金 
山陰両県を中心に住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、兵庫・大阪地区などで法人向け貸出が増加したこ

となどから、前期末残高に比べ７５０億円増加し、中間期末残高は２兆６，８０８億円となりました。 
 

 有価証券 
 市場動向や投資環境を考慮し、米国債などの外国証券や投資信託等の買入れを増加させたことなどにより、前期末残

高に比べ５４２億円増加し、中間期末残高は１兆９，１５７億円となりました。 

 

    ≪預り資産残高≫                                                                        （単位：億円、％） 

 28 年９月末 28 年３月末
前期末比

増減額 増減率 
預り資産残高 2,737 2,823 △86 △3.05

 

公共債 304 338 △34 △10.23

投資信託 866 946 △79 △8.37

年金保険 1,565 1,538 27 1.80

（注）年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。 

 

 

５．自己資本比率（国内基準） 

                                                         （単位：百万円、％） 

 28 年９月末 28 年３月末 前期末比 

連結 

自己資本比率 15.94 15.68 0.26

自己資本 304,146 296,760 7,386

リスク・アセット等 1,907,161 1,891,749 15,412

 

単体 

自己資本比率 15.06 14.82 0.24

自己資本 285,339 278,353 6,986

リスク・アセット等 1,893,663 1,877,154 16,509

 
≪参考≫ 

 ・自己資本比率（国内基準） ＝ 
自己資本（コア資本に係る基礎項目 － コア資本に係る調整項目）

リスク・アセット等 
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６．有価証券関係損益（単体） 

                                                            （単位：百万円） 

 28 年度中間期 27 年度中間期 前年同期比 

債券関係損益 △16 △10 △6

 

売却益 44 0 44

償還益 － －    －

売却損 61 10 51

償還損 － －    －

償却 － 0 0

 

株式等関係損益 219 578 △359

 

売却益 230 934 △704

売却損 7 205 △198

償却 4 149 △145

 

 

７．有価証券の評価損益（単体） 

                                                               （単位：百万円） 

 

28 年９月末 

  評価損益 

 
 

評価益 評価損 
28 年３月末比

 

満期保有目的 △38 △69 84 123

子会社・関連会社株式 － － － －

その他有価証券 ※    102,629 △4,920 107,876 5,247

 

株式 14,465    △3,396 17,295 2,829

債券 68,457 △2,746 68,501 44

その他 19,706    1,222 22,079 2,373

    合  計 102,590 △4,991 107,961 5,370

 株式 14,465    △3,396 17,295 2,829

 
債券 68,418  △2,816 68,586 167

その他 19,706    1,222 22,079 2,373

 

※  上記評価損益のうち、その他有価証券の評価損益 1，０２６億円から、これに対する税金相当額３１２億円を差し 

引いた額７１４億円を、中間貸借対照表の純資産の部に「その他有価証券評価差額金」として計上しております。 
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８．不良債権の状況（単体） 

 
  ≪リスク管理債権≫                                （単位：億円） 

 28 年９月末 28 年３月末 前期末比 

破綻先債権額 20 20 0

延滞債権額 464 471 △6

３カ月以上延滞債権額 4 0 3

貸出条件緩和債権額 144 164 △19

リスク管理債権合計 634 656 △21

 
総貸出金に占める割合（％） 2.36 2.51 △0.15

貸倒引当金のリスク管理債権に対する引当率（％） 62.14 59.76 2.38

貸出金残高（末残） 26,808 26,057 750

（参考）部分直接償却を実施した場合のリスク管理債権合計 552 575 △23

        上記の総貸出金に占める割合（％） 2.06 2.21 △0.15

 
 

  ≪金融再生法開示債権≫                              （単位：億円） 

 28 年９月末 28 年３月末 前期末比 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 159 166 △6

危険債権 333 334 △0

要管理債権 149 165 △15

金融再生法開示基準の不良債権合計 642 665 △22

 

総与信に占める割合（％） 2.34 2.49 △0.15

担保・引当等によるカバー率（％） 82.45 80.51 1.94

貸倒引当金による保全不足に対する引当率（％） 67.81 64.03 3.78

正常債権 26,767 25,975 792

合 計     27,410 26,640 769

（参考）部分直接償却を実施した場合の不良債権合計 558 582 △24

        上記の総与信に占める割合（％） 2.04 2.19 △0.15

 

 
  ≪与信費用の推移≫                               （単位：百万円） 

 
28 年度 
中間期 

27 年度 26 年度 

中間期  中間期  

 

個別貸倒引当金繰入額 626 2,354 2,577 793 △345

貸出金償却 － － － － －

その他債権売却損等 71 108 250 160 325

不良債権処理額  ① 698 2,462 2,827 953 △20

一般貸倒引当金繰入額  ② △420 △46 619 3,414 4,214

貸倒引当金戻入益  ③ － － － － －

与信費用（①＋②－③） 277 2,416 3,447 4,368 4,193
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９．中期経営計画の計数目標と実績 

 

 
28 年度中間期 
（ 実 績 ）      

 

29 年度通期 
（最終年度目標）

コア業務純益 111 億円  270 億円以上 

当期純利益 74 億円   150 億円以上 

役務取引等利益 26 億円   84 億円以上 

役務収益比率（役務取引等利益／コア業務粗利益） 8.72％  12.5％以上 

ＯＨＲ（経費／コア業務粗利益） 62.58％   60％未満 

ＲＯＥ 

［ＲＯＥ（純資産平残ベース）］ 
4.17％ 

［5.26％］

4.3％以上 

［5.0％以上］

自己資本比率 15.06％ 15％程度 

  （注）１．いずれも単体ベース。 
    ２．コア業務純益 ＝ 業務純益 － 債券関係損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 
    ３．コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益 
    ４．ＲＯＥ = 当期純利益／純資産平均残高（新株予約権を除く：期首・期末単純平均） 

なお、［ＲＯＥ（純資産平残ベース）］は、分母である純資産（新株予約権を除く）について、 
期首期末の単純平均を用いず、日々の残高を積み上げた期中平均を用い算出している。  

 
10．業績予想 

 

    ≪単体≫                                 （単位：百万円） 

 28 年度通期予想 

経常収益 73,600

経常利益 19,400

当期純利益 13,400

業務純益 22,900

 コア業務純益 22,500

 

    ≪連結≫                                    （単位：百万円） 

 28 年度通期予想 

経常収益 89,400

経常利益 20,400

親会社株主に帰属する当期純利益 13,400

 

  ≪業績予想の前提としての与信費用予想額：単体≫ 

      ・28 年度通期予想               22 億円（上期実績 2 億円、下期予想 20 億円） 

 

  ≪１株当たり配当予想：単体≫ 

      ・28 年度中間配当                  4 円 50 銭  

      ・28 年度期末配当予想            10 円 50 銭（年間配当 15 円 00 銭） 

 

 

                                  以 上 



平 成 28 年 度 
中間決算説明資料 

株式会社  山陰合同銀行 
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Ⅰ．平成28年度中間決算の概況

１．損益状況
【単体】 （百万円）

28年度中間期 27年度中間期
27年度中間期比

業務粗利益 29,881 △ 1,019 30,900
(除く債券関係損益) ( 29,897 ) ( △ 1,013 ) ( 30,910 )

資金利益 27,251 △ 42 27,293
役務取引等利益 2,608 △ 921 3,529
その他業務利益 22 △ 56 78
(うち債券関係損益) ( △ 16 ) ( △ 6 ) ( △ 10 )

国内業務粗利益 26,853 △ 1,105 27,958
(除く債券関係損益) ( 26,842 ) ( △ 1,126 ) ( 27,968 )

資金利益 24,216 △ 189 24,405
役務取引等利益 2,624 △ 903 3,527
その他業務利益 12 △ 13 25
(うち債券関係損益) ( 11 ) ( 21 ) ( △ 10 )

国際業務粗利益 3,028 87 2,941
(除く債券関係損益) ( 3,055 ) ( 114 ) ( 2,941 )

資金利益 3,034 147 2,887
役務取引等利益 △ 16 △ 17 1
その他業務利益 10 △ 42 52
(うち債券関係損益) ( △ 27 ) ( △ 27 ) ( -         )

経費（除く臨時処理分） 18,712 △ 158 18,870
人件費 9,024 △ 51 9,075
物件費 8,242 △ 221 8,463
税　金 1,445 114 1,331

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11,169 △ 860 12,029
除く債券関係損益 11,185 △ 854 12,039

① 一般貸倒引当金繰入額 △ 420 △ 374 △ 46
業務純益 11,589 △ 486 12,075

うち債券関係損益 △ 16 △ 6 △ 10
臨時損益 △ 890 1,169 △ 2,059

② 不良債権処理額 698 △ 1,764 2,462
貸出金償却 -         -         -         
個別貸倒引当金繰入額 626 △ 1,728 2,354
債権売却損 6 6 0
その他 65 △ 43 108

③ 貸倒引当金戻入益 -         -         -         
(与信費用 ①＋②－③) ( 277 ) ( △ 2,139 ) ( 2,416 )
株式等関係損益 219 △ 359 578

株式等売却益 230 △ 704 934
株式等売却損 7 △ 198 205
株式等償却 4 △ 145 149

その他臨時損益 △ 411 △ 235 △ 176
経常利益 10,689 686 10,003
特別損益 △ 174 92 △ 266

うち固定資産処分損益 △ 10 13 △ 23
うち減損損失 163 △ 79 242

税引前中間純利益 10,515 779 9,736
法人税、住民税及び事業税 3,287 △ 38 3,325
法人税等調整額 △ 207 △ 81 △ 126
中間純利益 7,435 898 6,537
(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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【連結】

＜連結損益計算書ベース＞ （百万円）

28年度中間期 27年度中間期

27年度中間期比

連結粗利益 31,384 △ 812 32,196

資金利益 27,100 112 26,988

役務取引等利益 3,422 △ 923 4,345

その他業務利益 860 △ 2 862

営業経費 20,944 310 20,634

与信費用 ①＋②－③ 340 △ 2,212 2,552

①一般貸倒引当金繰入額 △ 482 △ 543 61

②不良債権処理額 822 △ 1,668 2,490

貸出金償却 7 0 7

個別貸倒引当金繰入額 743 △ 1,629 2,372

債権売却損 6 4 2

その他 65 △ 43 108

③貸倒引当金戻入益 -         -         -         

株式等関係損益 818 260 558

その他 462 1 461

経常利益 11,380 1,349 10,031

特別損益 △ 175 92 △ 267

税金等調整前中間純利益 11,205 1,442 9,763

法人税、住民税及び事業税 3,803 346 3,457

法人税等調整額 △ 259 △ 120 △ 139

非支配株主に帰属する中間純利益 343 91 252

親会社株主に帰属する中間純利益 7,318 1,125 6,193

(注) 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

　　　 　　　　　＋（その他業務収益－その他業務費用）

（連結対象会社数） （社）

連結子会社数 11 △ 2 13

持分法適用会社数 -         -         -         
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２．業務純益【単体】 （百万円）
28年度中間期 27年度中間期

27年度中間期比
（１）業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11,169 △ 860 12,029

職員一人当たり（千円） 5,925 △ 470 6,395
（２）業務純益 11,589 △ 486 12,075

職員一人当たり（千円） 6,148 △ 271 6,419

３．利鞘【単体】

(全店分) （％）
28年度中間期 27年度中間期

27年度中間期比
（１）資金運用利回　　　　　　（Ａ） 1.31 △ 0.04 1.35

（イ）貸出金利回 1.25 △ 0.13 1.38
（ロ）有価証券利回 1.47 0.04 1.43

（２）資金調達原価　　　　　　（Ｂ） 0.90 △ 0.13 1.03
（イ）預金等利回 0.12 △ 0.01 0.13

（３）総資金利鞘　　　（Ａ）－（Ｂ） 0.41 0.09 0.32

(国内業務部門分) （％）
28年度中間期 27年度中間期

27年度中間期比
（１）資金運用利回　　　　　　（Ａ） 1.18 △ 0.06 1.24

（イ）貸出金利回 1.25 △ 0.15 1.40
（ロ）有価証券利回 1.30 0.03 1.27

（２）資金調達原価　　　　　　（Ｂ） 0.87 △ 0.15 1.02
（イ）預金等利回 0.06 △ 0.01 0.07

（３）総資金利鞘　　　（Ａ）－（Ｂ） 0.31 0.09 0.22

４．有価証券関係損益【単体】 （百万円）
28年度中間期 27年度中間期

27年度中間期比
債券関係損益 △ 16 △ 6 △ 10

売却益 44 44 0
償還益 -           -           -           
売却損 61 51 10
償還損 -           -           -           
償却 -           0 0

株式等関係損益 219 △ 359 578
売却益 230 △ 704 934
売却損 7 △ 198 205
償却 4 △ 145 149
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５．有価証券の評価損益

 (1) 有価証券の評価基準

  ①有価証券
売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入）

子会社株式及び関連会社株式 原価法

  ②金銭の信託中の有価証券
運用目的の金銭の信託 時価法（評価差額を損益処理）

その他の金銭の信託 時価法（評価差額を全部純資産直入）

 (2) 評価損益 （百万円）

28年９月末

【単体】 評 価 損 益

28年３月末比 27年９月末比 評  価  益 評  価  損

満期保有目的 △ 38 △ 69 △ 66 84 123

子会社・関係会社株式 -       -       -       -       -       

その他有価証券 102,629 △ 4,920 17,986 107,876 5,247

株式 14,465 △ 3,396 △ 6,896 17,295 2,829

債券 68,457 △ 2,746 17,499 68,501 44

その他 19,706 1,222 7,382 22,079 2,373

合      計 102,590 △ 4,991 17,918 107,961 5,370

株式 14,465 △ 3,396 △ 6,896 17,295 2,829

債券 68,418 △ 2,816 17,432 68,586 167

その他 19,706 1,222 7,382 22,079 2,373

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、中間貸借対照表計上
   　 額と取得原価との差額を計上しております。
    ２．「その他有価証券」にかかる評価差額金は71,417百万円であります。

（百万円）

28年９月末

【連結】 評 価 損 益

28年３月末比 27年９月末比 評  価  益 評  価  損

満期保有目的 △ 39 △ 72 △ 68 85 125

その他有価証券 103,555 △ 4,947 18,018 108,809 5,254

株式 15,392 △ 3,422 △ 6,863 18,228 2,835

債券 68,457 △ 2,746 17,499 68,501 44

その他 19,706 1,222 7,382 22,079 2,373

合      計 103,516 △ 5,019 17,949 108,895 5,379

株式 15,392 △ 3,422 △ 6,863 18,228 2,835

債券 68,417 △ 2,819 17,429 68,587 170

その他 19,706 1,222 7,382 22,079 2,373

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、中間連結貸借対照表
   　 計上額と取得原価との差額を計上しております。
    ２．「その他有価証券」にかかる評価差額金は71,889百万円であります。



株式会社　山陰合同銀行

６．自己資本比率

・「自己資本の構成に関する開示事項」につきましては、当行ホームページ（http://www.gogin.co.jp/)

をご覧下さい。

【単体】 （百万円、％）

（１）自己資本比率 (国内基準)

（２）コア資本に係る基礎項目

（３）コア資本に係る調整項目

（４）自己資本　(2)－(3)

（５）リスク・アセット等

（６）総所要自己資本額

(注)　総所要自己資本額はリスク・アセット等の額に４％を乗じた額となります。　

【連結】 （百万円、％）

（１）自己資本比率 (国内基準)

（２）コア資本に係る基礎項目

（３）コア資本に係る調整項目

（４）自己資本　(2)－(3)

（５）リスク・アセット等

（６）総所要自己資本額

(注)　総所要自己資本額はリスク・アセット等の額に４％を乗じた額となります。　

７．ＲＯＥ【単体】 （％）

業務純益ベース(一般貸倒引当金繰入前)

業務純益ベース

中間純利益ベース

(注)

5,682

1,891,749

75,669

27年９月末比

△ 0.70

9,666

740

8,927

6,756

△ 230

6,986

4.17 0.26 3.91

28年３月末比

14.82

280,402

2,049

278,353

16,509

660

139,944

5,598

6.26 △ 0.94

28年３月末比

27年度中間期比

304,726 7,312

76,286 617

6.50 △ 0.73 7.23

28年度中間期 27年度中間期

28年９月末

[速報値]

1,893,663

75,746

0.24

27年９月末

15.06

7.20

28年３月末

1,877,154

75,086

28年３月末

287,158

1,819

285,339

15.76

277,492

1,079

276,412

1,753,719

70,148

28年９月末 27年９月末

[速報値]

15.94 0.26 16.8415.68△ 0.90

27年９月末比

297,683

579 △ 74 353

297,414

653

7,043

226

70,604

304,146 7,386 297,329

1,907,161 15,412 1,765,107

296,7606,817

142,054

ＲＯＥ ＝
業務純益（中間純利益）÷１８３×３６５

（期首純資産の部合計（除く新株予約権）＋期末純資産の部合計（除く新株予約権））÷２

×１００

- 5 -
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Ⅱ．貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況

・部分直接償却実施なし

【単体】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

リスク管理債権額 63,450 △ 2,196 △ 2,215 65,646 65,665

破綻先債権額 2,052 37 △ 353 2,015 2,405

延滞債権額 46,490 △ 637 △ 1,524 47,127 48,014

３カ月以上延滞債権額 413 323 412 90 1

貸出条件緩和債権額 14,492 △ 1,921 △ 751 16,413 15,243

貸出金残高（末残） 2,680,805 75,074 202,484 2,605,731 2,478,321

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.36 △ 0.15 △ 0.28 2.51 2.64

破綻先債権額 0.07 0.00 △ 0.02 0.07 0.09

延滞債権額 1.73 △ 0.07 △ 0.20 1.80 1.93

３カ月以上延滞債権額 0.01 0.01 0.01 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.54 △ 0.08 △ 0.07 0.62 0.61

【連結】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

リスク管理債権額 63,499 △ 2,197 △ 2,216 65,696 65,715

破綻先債権額 2,052 37 △ 353 2,015 2,405

延滞債権額 46,540 △ 637 △ 1,524 47,177 48,064

３カ月以上延滞債権額 413 323 412 90 1

貸出条件緩和債権額 14,492 △ 1,921 △ 751 16,413 15,243

貸出金残高（末残） 2,664,347 74,688 200,589 2,589,659 2,463,758

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.38 △ 0.15 △ 0.28 2.53 2.66

破綻先債権額 0.07 0.00 △ 0.02 0.07 0.09

延滞債権額 1.74 △ 0.08 △ 0.21 1.82 1.95

３カ月以上延滞債権額 0.01 0.01 0.01 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.54 △ 0.09 △ 0.07 0.63 0.61
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２．貸倒引当金等の状況

【単体】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

貸倒引当金 39,430 198 327 39,232 39,103

一般貸倒引当金 19,533 △ 421 246 19,954 19,287

個別貸倒引当金 19,896 618 81 19,278 19,815

特定海外債権引当勘定 -        -        -        -        -        

投資損失引当金 69 0 7 69 62

【連結】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

貸倒引当金 40,060 190 208 39,870 39,852

一般貸倒引当金 19,394 △ 482 116 19,876 19,278

個別貸倒引当金 20,666 673 93 19,993 20,573

特定海外債権引当勘定 -        -        -        -        -        

投資損失引当金 138 31 34 107 104

３．リスク管理債権に対する引当率

【単体】 （％）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

リスク管理債権に対する引当率 62.14 2.38 2.60 59.76 59.54

（注）リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額

【連結】 （％）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

リスク管理債権に対する引当率 63.08 2.40 2.44 60.68 60.64

（注）リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額
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４．金融再生法開示債権

【単体】 （百万円、％）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 15,959 △ 650 △ 1,161 16,609 17,120

危険債権 33,386 △ 52 △ 823 33,438 34,209

要管理債権 14,906 △ 1,597 △ 339 16,503 15,245

小　　計（Ａ） 64,253 △ 2,298 △ 2,322 66,551 66,575

正常債権 2,676,794 79,270 213,460 2,597,524 2,463,334

合　　計（Ｂ） 2,741,047 76,971 211,137 2,664,076 2,529,910

（Ｂ）に占める（Ａ）の割合 2.34 △ 0.15 △ 0.29 2.49 2.63

５．金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 （百万円、％）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

保全額（Ｃ）　（イ＋ロ） 52,982 △ 599 △ 1,694 53,581 54,676

担保等による保全額（イ） 29,236 △ 1,250 △ 1,929 30,486 31,165

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,249 △ 457 △ 789 6,706 7,038

危険債権 20,151 △ 601 △ 956 20,752 21,107

要管理債権 2,836 △ 191 △ 182 3,027 3,018

貸倒引当金残高（ロ） 23,746 652 236 23,094 23,510

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,710 △ 193 △ 371 9,903 10,081

危険債権 10,165 808 447 9,357 9,718

要管理債権 3,869 35 159 3,834 3,710

カバー率（Ｃ）／（Ａ） 82.45 1.94 0.33 80.51 82.12

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 -        -        100.00 100.00

危険債権 90.80 0.76 0.69 90.04 90.11

要管理債権 44.98 3.41 0.85 41.57 44.13

引当率（ロ）／（Ａ－イ） 67.81 3.78 1.42 64.03 66.39

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 -        -        100.00 100.00

危険債権 76.80 3.05 2.62 73.75 74.18

要管理債権 32.06 3.61 1.72 28.45 30.34
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６．業種別貸出状況等

①業種別貸出金【単体】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定） 2,680,805 75,074 202,484 2,605,731 2,478,321

製造業 367,504 6,991 21,748 360,513 345,756

農業、林業 6,061 △ 271 △ 255 6,332 6,316

漁業 2,084 139 436 1,945 1,648

鉱業、採石業、砂利採取業 1,268 △ 60 △ 213 1,328 1,481

建設業 81,025 △ 786 1,256 81,811 79,769

電気・ガス・熱供給・水道業 52,160 826 7,593 51,334 44,567

情報通信業 24,718 2,510 3,827 22,208 20,891

運輸業、郵便業 97,629 5,281 14,128 92,348 83,501

卸売業、小売業 316,728 8,354 14,998 308,374 301,730

金融業、保険業 115,488 303 6,987 115,185 108,501

不動産業、物品賃貸業 349,156 11,689 33,841 337,467 315,315

各種サービス業 290,492 14,369 28,767 276,123 261,725

地方公共団体 318,793 △ 3,697 2,112 322,490 316,681

その他 657,694 29,426 67,261 628,268 590,433

②業種別リスク管理債権【単体】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定） 63,450 △ 2,196 △ 2,215 65,646 65,665

製造業 11,782 225 △ 94 11,557 11,876

農業、林業 157 0 △ 3 157 160

漁業 95 90 89 5 6

鉱業、採石業、砂利採取業 -        -        -         -          -        

建設業 3,782 △ 89 △ 311 3,871 4,093

電気・ガス・熱供給・水道業 -        -        -         -          -        

情報通信業 86 △ 170 △ 40 256 126

運輸業、郵便業 1,378 △ 171 △ 311 1,549 1,689

卸売業、小売業 13,946 △ 333 △ 10 14,279 13,956

金融業、保険業 4,614 △ 153 △ 6 4,767 4,620

不動産業、物品賃貸業 6,537 △ 409 △ 1,025 6,946 7,562

各種サービス業 13,502 △ 807 △ 64 14,309 13,566

地方公共団体 -        -        -         -          -        

その他 7,565 △ 381 △ 441 7,946 8,006
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③消費者ローン残高【単体】 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

消費者ローン残高 612,780 24,641 53,971 588,139 558,809

住宅ローン残高 524,462 20,847 48,294 503,615 476,168

その他ローン残高 88,317 3,793 5,676 84,524 82,641

④中小企業等貸出比率【単体】 （％）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

中小企業等貸出比率 64.88 1.05 1.57 63.83 63.31

７．預金、貸出金および有価証券の残高

【単体】 （百万円）

28年度中間期 27年度 27年度中間期

27年度比 27年度中間期比

預　金（末残） 3,827,023 △ 56,246 37,597 3,883,269 3,789,426

預　金（平残） 3,853,956 98,388 107,366 3,755,568 3,746,590

貸出金（末残） 2,680,805 75,074 202,484 2,605,731 2,478,321

貸出金（平残） 2,608,961 144,738 189,169 2,464,223 2,419,792

有価証券（末残） 1,915,770 54,226 102,159 1,861,544 1,813,611

有価証券（平残） 1,784,882 42,059 67,217 1,742,823 1,717,665

（ご参考）預り資産残高 （百万円）

28年９月末 28年３月末 27年９月末

28年３月末比 27年９月末比

預り資産残高 273,709 △ 8,624 △ 12,908 282,333 286,617

公共債 30,425 △ 3,470 △ 8,501 33,895 38,926

投資信託 86,687 △ 7,928 △ 7,537 94,615 94,224

年金保険 156,596 2,775 3,130 153,821 153,466

(注)　年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。
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Ⅲ．ご参考

１．部分直接償却を実施した場合の平成28年９月末のリスク管理債権【単体】

（百万円）

28年９月末 差      異

(部分直接償却実施前) (部分直接償却実施後)

リスク管理債権額 63,450 55,271 8,179

破綻先債権額 2,052 1,070 982

延滞債権額 46,490 39,294 7,196

３カ月以上延滞債権額 413 413 -               

貸出条件緩和債権額 14,492 14,492 -               

貸出金残高（末残） 2,680,805 2,672,626 8,179

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.36 2.06 0.30

破綻先債権額 0.07 0.04 0.03

延滞債権額 1.73 1.47 0.26

３カ月以上延滞債権額 0.01 0.01 0.00

貸出条件緩和債権額 0.54 0.54 0.00

(注) 当行が仮に「部分直接償却」を行った場合、リスク管理債権は上記のとおりとなります。

２．部分直接償却を実施した場合の平成28年９月末の金融再生法開示債権【単体】

（百万円、％）

28年９月末 差      異

(部分直接償却実施前) (部分直接償却実施後)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 15,959 7,508 8,451

危険債権 33,386 33,386 -               

要管理債権 14,906 14,906 -               

小　　計（Ａ） 64,253 55,802 8,451

正常債権 2,676,794 2,676,794 -               

合　　計（Ｂ） 2,741,047 2,732,596 8,451

（Ｂ）に占める（Ａ）の割合 2.34 2.04 0.30

保全状況 （百万円、％）

保全額（Ｃ）　（イ＋ロ） 52,982 44,531 8,451

担保等による保全額（イ） 29,236 29,236 -               

貸倒引当金残高（ロ） 23,746 15,295 8,451

カバー率（Ｃ）／（Ａ） 82.45 79.80 2.65

引当率（ロ）／（Ａ－イ） 67.81 57.57 10.24

(注) 当行が仮に「部分直接償却」を行った場合、金融再生法開示債権は上記のとおりとなります。
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３．平成28年９月末の自己査定結果と金融再生法開示債権及びリスク管理債権【単体】

（億円）

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法開示債権

対象：貸出金等与信関連債権 対象：貸出金等与信関連債権

区  分 分        類 区  分 貸 出 金

与信残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 与信残高 残 高

破綻先 (   1) (   7) (   1) (  10) 破産更生債

  21   14     7      -      - 権及びこれ   20 

実質破綻先 (  23) (  29) (  11) (  73) らに準ずる

   138    108      29      -      - 債権    159    97    62  100.0%  100.0%

破綻懸念先 危険債権 延滞債権

( 137) (  66) ( 132)     333    101    201   90.8%   76.8%    464 

   336    239    66    30 要管理債権 ３カ月以上

(貸出金のみ) 延滞債権    4 

貸出条件

要管理先  149     38     28   44.9%   32.0% 緩和債権    144 

小　　計

   263    31    231 (  642)  (  237)  (  292)  (82.4%)  (67.8%)    634 

要管理先

以外の要

注意先

 2,410  697  1,712 

正常債権

正常先

24,239 24,239 26,767    150 

合　　計 (25,132) ( 2,048) ( 144) (  84) 合　　計

27,410 25,331  2,048    30      - 27,410  388 

(注)１．単位未満を切り捨てて表示しております。
 　 ２．貸出金等与信関連債権とは貸出金、支払承諾見返、外国為替、貸出金に準ずる仮払金、未収利息及び金融機関保証付私募
 　   債であります。
 　 ３．自己査定結果（債務者区分別）における分類額は、直接償却・個別貸倒引当処理後の金額を記載しております。
 　 　　また、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ分類の（　　）内は個別貸倒引当金控除前の分類額、非分類の（　　）内はⅡ・Ⅲ・Ⅳ分類額に対する
 　   個別貸倒引当金を加算する前の分類額であります。なお、破綻先・実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類は全額引当済であります。
 　 ４．破綻懸念先には、複数の債務者に対する転貸債権の状況により開示区分を決定すべき与信形態のものが含まれております
 　   ので、破綻懸念先債権額と危険債権額は一致しておりません。
 　 ５．金融再生法開示債権におけるカバー率は、与信残高に対する引当額・担保等による保全額の割合を、引当率は与信残高か
 　 　ら担保等による保全額を除いた部分に対する引当額の割合をそれぞれ記載しております。

リスク管理債権

対象：貸出金

区　分

合　　計

破綻先債権

要
 
注
 
意
 
先
 

カバー率 引 当 率 引 当 額 
担 保 等 
に よ る 
保 全 額 
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４．決算計数表

【単体】 （百万円）

28年度中間期 27年度 27年度中間期

27年度比 27年度中間期比

残 高 3,827,023 △ 56,246 37,597 3,883,269 3,789,426

平 残 3,853,956 98,388 107,366 3,755,568 3,746,590

残 高 2,680,805 75,074 202,484 2,605,731 2,478,321

平 残 2,608,961 144,738 189,169 2,464,223 2,419,792

残 高 1,915,770 54,226 102,159 1,861,544 1,813,611

平 残 1,784,882 42,059 67,217 1,742,823 1,717,665

４．業務純益 11,589 △ 486 24,603 12,075

５．経常利益 10,689 686 21,927 10,003

６．中間(当期)純利益 7,435 898 13,260 6,537

７．１株当たり中間(当期)純利益 47円00銭 6円01銭 83円27銭 40円99銭

８．自己資本比率(注) 6.6% △ 0.3% △ 0.2% 6.9% 6.8%

９．１株当たり純資産 2271円27銭 32円78銭 187円83銭 2238円49銭 2083円44銭

10．単体自己資本比率(国内基準)(注) 15.06% 0.24% △ 0.70% 14.82% 15.76% (Ｐ．５参照)

11．その他有価証券評価差額 (A) 102,629 △ 4,920 17,986 107,549 84,643 (Ｐ．４参照)

(A)に係る税金相当額 (B) 31,211 △ 1,344 3,808 32,555 27,403

評価差額金 (A)-(B) 71,417 △ 3,576 14,177 74,993 57,240

12．与信費用 277 △ 2,139 3,447 2,416 (Ｐ．１参照)

13．債券関係損益 △ 16 △ 6 926 △ 10 (Ｐ．３参照)

14．株式等関係損益 219 △ 359 644 578 (Ｐ．３参照)

15．貸出金利回 1.25% △ 0.12% △ 0.13% 1.37% 1.38%

16．預金等利回 0.12% △ 0.01% △ 0.01% 0.13% 0.13%

17．経費率 0.96% △ 0.02% △ 0.04% 0.98% 1.00%

18．預金等原価 1.09% △ 0.03% △ 0.04% 1.12% 1.13%

19．預貸金利鞘 0.16% △ 0.09% △ 0.09% 0.25% 0.25%

20．有価証券利回 1.47% 0.04% 0.04% 1.43% 1.43%

21．資金運用利回 1.31% △ 0.03% △ 0.04% 1.34% 1.35%

22．資金調達原価 0.90% △ 0.11% △ 0.13% 1.01% 1.03%

23．総資金利鞘 0.41% 0.08% 0.09% 0.33% 0.32%

(注) ８．自己資本比率は、「（純資産の部合計－新株予約権）／資産の部合計」として算出しております。また、銀行法
で定められた自己資本比率は10．に記載しております。

３．有価証券 

１．預金 

２．貸出金 
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【連結】 （百万円）

28年度中間期 27年度 27年度中間期

27年度比 27年度中間期比

残 高 3,812,211 △ 56,427 37,355 3,868,638 3,774,856

残 高 2,664,347 74,688 200,589 2,589,659 2,463,758

残 高 1,914,244 53,911 101,600 1,860,333 1,812,644

４．経常利益 11,380 1,349 22,486 10,031

５．親会社株主に帰属する中間(当期)純利益 7,318 1,125 12,911 6,193

６．１株当たり中間(当期)純利益 46円26銭 7円43銭 81円08銭 38円83銭

７．自己資本比率(注) 6.7% △ 0.1% △ 0.1% 6.8% 6.8%

８．１株当たり純資産 2306円57銭 67円38銭 211円94銭 2239円19銭 2094円63銭

９．連結自己資本比率(国内基準)(注) 15.94% 0.26% △ 0.90% 15.68% 16.84% (Ｐ．５参照)

10．その他有価証券評価差額 (A) 103,555 △ 4,947 18,018 108,502 85,537 (Ｐ．４参照)

(A)に係る税金相当額 (B) 31,519 △ 1,351 3,812 32,870 27,707

非支配株主持分相当額 (C) 146 △ 396 △ 354 542 500

評価差額金 (A)-(B)-(C) 71,889 △ 3,200 14,560 75,089 57,329

11．与信費用 340 △ 2,212 3,603 2,552 (Ｐ．２参照)

(注) ７．自己資本比率は「（純資産の部合計－新株予約権－非支配株主持分）／資産の部合計」として算出しております。

また、銀行法で定められた自己資本比率は９．に記載しております。

３．有価証券 

１．預金 

２．貸出金 
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